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研究成果概要 

 

目的：深宇宙から到来する低周波電波の観測を目指して、電波天文観測において深刻な障害となる人工

電波による RFIノイズが小さい都市圏外エリアにおいて、本学などの都市圏エリアでは観測が難しい周

波数帯電波の試験観測を行った。 

成果：RFIノイズが小さいことが確認されている都市圏では観測の難しい 70MHz帯での試験観測を行っ

た。本研究により、洞爺湖畔では、この周波数帯でもかなり RFIの弱い窓が確認され、試験観測におい

ても日変化に対して RFIノイズが比較的小さく期待通りの観測結果が得られた。一方、銀河面の日変化

ははっきり捉えられず、アンテナの指向性と利得に起因していると考えられる。 


